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当日版      岐阜大学 SIP 実装プロジェクト 
SIP 維持管理技術の第１回説明会 

―― 新技術の利用拡大を目指して ―― 
 

SIP の活動： 「科学技術振興機構（JST）」が担当している「戦略的イノベーション創造

プログラム（SIP）」の一つ「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」では，高い維

持管理水準でのインフラの維持や魅力ある維持管理分野の創造等を目的として，約 60 項目

の維持管理技術（概要 http://www.jst.go.jp/sip/k07_kadai_dl.html）に関する研究開発が

進められています。地方自治体などに適用可能な維持管理技術の開発と全国的な展開を目

指したマネジメント体制等を推進するために，追加公募が行われました。 

岐阜大学 SIP 実装プログラムの目標： この追加公募に岐阜大学からは，「使いたくなる

SIP 維持管理技術の ME ネットワークによる実装（岐阜大学 SIP 実装）」との課題名で応

募し，8 月末に採択されました。この岐阜大学 SIP 実装プロジェクトでは，次のような目

標を掲げております。 
・地域の特徴を踏まえ，SIP「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」で提案され

ている多くの技術を精査し，従来技術との相違と適用範囲を把握する。 
・岐阜県内での社会実装に向けた絞込みを行い，フィールド試験等で効果を検証し，そ

の結果を「使いたくなる SIP 維持管理技術」として講演会や HP 等を通じて公表する。 
・「使いたくなる SIP 維持管理技術」のいくつかが，実際の発注工事に採用されること

で本研究の成果とする。 

説明会の目的： SIP 維持管理技術に関する開発者からの説明や意見交換をつうじて，参

加者の皆様に技術の内容を理解していただくとともに，参加者と技術の開発者の方々に，

岐阜県内等における新技術の利用について一緒に考えていただくことを目的としています。 

日 時： 平成 28 年 11 月 5 日(土)  13:00～17:00 
場 所： 岐阜大学工学部 101 番教室（工学部棟正面ピロティ横） 
対 象： 岐阜大学 ME 関係者，SIP 関係者，プロジェクト関係者，等 
プログラム：   司会／沢田 和秀（岐阜大学） 
     13:00 ・開会挨拶と進め方等の説明／六郷 恵哲（岐阜大学） 
     13:30 ・近接目視・打音検査等を用いた飛行ロボットによる点検システムの研

究開発／和田 秀樹（新日本非破壊検査） 
     14:20 （休憩） 
     14:30 ・橋梁の打音検査ならびに近接目視を代替する飛行ロボットシステムの

研究開発／大野 和則（東北大学） 
     15:20 （休憩） 
     15:30 ・高速走行型非接触レーダーによるトンネル覆工の内部欠陥点検技術と

統合型診断システムの開発／安田 亨（パシフィックコンサルタンツ） 
     16:20 ・全体討議 
        ・講評と閉会挨拶／八嶋 厚（岐阜大学） 
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資料１



MA（メンテナンスアドバイザー）について 
・MA（メンテナンスアドバイザー）は，SIP 維持管理技術に対してアドバイスを行う。 
・MA は，ME 養成講座講師陣，ME アルムナイ，関連する維持関連技術者で構成される。 
・岐阜県内への実装を検討する SIP 維持管理技術の抽出にいては，行政に関わる技術者の

方々に判断いただくことは立場上難しいと考え，ME 要請講座講師陣と岐阜県建設コン

サルタンツ協会所属の ME を中心とした MA のコアメンバーで実施した。 
 

説明会の進め方等 

配布資料 
・SIP 技術の説明資料 
   SIP の HP に掲載された資料，事前送付資料，当日配布資料、等 
・SIP 維持管理技術のアピールシート 
   説明会参加者の理解を助けることが目的 

MA のコアメンバーの意見と，囲み内に開発者のコメントとを記載 
・SIP 維持管理技術へのアドバイスシート 

    記入者の氏名（無記名も可） 
    説明会における参加者の立場を記入 

□ＭＡ（ﾒﾝﾃﾅﾝｽｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）：自由に意見を述べ，アドバイスシートに記入する。  
□オブザーバー：制約はあるが，意見を述べ，アドバイスシートに記入する。 
□聴講者：意見を述べず，アドバイスシートにも記入しない。  

    提出方法 
      説明会終了時に提出するか，あるいはメールに添付して羽田野へ送る。 
      内容の控えのため，会場でコピー可能。 
    取りまとめ内容 
      類似内容を統合したり，表現を分かり易くしたり和らげたりすることがある。 
      取りまとめた内容については，確認の期間を設ける。 
 
意見交換の目的と内容イメージ 
  技術の内容の理解を深める。 

利用者のニーズを開発者に伝える。 
より使いたくなる技術になるようにアイデアを出す。 
技術の利用者と開発者との間で，その後も含めキャッチボールを行う。 
新技術が使われにくい理由を明確にする。 
新技術が使いやすくなるための対策を考える。 
 

報告書まとめ方 
  今年度の活動の報告書を年度末に作成し、HP に掲載する。 
  ２年半の期間中の活動の報告書も、要約版とともに HP に掲載する。 
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「岐阜大ＳＩＰ実装」 説明会等のスケジュール（案） 

説明会 

［第１回］ 11 月 5日(土)13:00-17:00，岐阜大学工学部 101 番教室 

 1) 近接目視・打音検査等を用いた飛行ロボットによる点検システムの研究開発 
／和田 秀樹（新日本非破壊検査） 

  2) 橋梁の打音検査ならびに近接目視を代替する飛行ロボットシステムの研究開発 
／大野 和則（東北大学） 

  3) 高速走行型非接触レーダーによるトンネル覆工の内部欠陥点検技術と統合型診断システ

ムの開発／安田 亨（パシフィックコンサルタンツ） 

［第２回］ 11 月 26 日(土)13:00～18:00，岐阜大学工学部 101 番教室 

 1) 橋梁点検ロボットカメラ等機器を用いたモニタリングシステムの創生 
／藤原 保久（三井住友建設）  

 2) 多点傾斜変位と土壌水分の常時監視による斜面崩壊早期警報システム 
／王 林（中央開発） 

 3) 大型除草機械によるモグラ（小動物）穴の面的検出システム／鈴木 清（朝日航洋） 
  4) 鋼構造物の腐食による劣化損傷の新溶射材による補修技術の研究開発 

／東 健司（大阪府立大学） 

［第３回］ 12 月 7日(水) 13:00～18:00 予定，じゅうろくプラザ中会議室（ＪＲ岐阜駅前） 

1) 橋梁・トンネル点検用打音検査飛行ロボットシステムの研究開発 
／西沢 俊広（日本電気） 

2) ALB（航空レーザ測深機）による洗掘状況の把握／坂下 裕明（パスコ） 
  3) 高精度かつ高効率で人工構造物の経年変位をモニタリングする技術 

／村田 稔（日本電気） 
  4) 衛星 SAR を主として，測量や GPS 等を融合した，広域的・効率的で信頼性の高い変位モ

ニタリング手法／金銅 将史（国土技術政策総合研究所） 

［第４回］ 1月 13 日（金）13:00-17:00，岐阜大学サテライト教室（ＪＲ岐阜駅前） 

1) 学習型打音解析技術の研究開発／村川 正宏（産業技術総合研究所） 
2) 構造物の状態を高度可視化するハイブリッド応力発光材料の研究開発 

／徐 超男（産業技術総合研究所） 
3) 傾斜ｾﾝｻｰ付き打込み式水位計による表層崩壊の予測・検知方法の実証試験 

／荘司 泰敬（応用地質） 

フィールド試験 

［第１回］ 11 月下旬で調整中 
飛行ロボットを使った橋梁点検 

［第２回以降］ 開催日等未定 

ポール型打検機によるトンネルまたは橋梁の点検 
走行車両によるトンネル覆工点検 

   河川堤防のモグラ穴検出，等 
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SIP 維持管理技術のアピールシート Ver.1 
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SIP 維持管理技術のアピールシート 

平成 28 年 10 月 29 日 

 

説明会参加者の理解を助けるため，SIP ホームページに公開されている SIP 維持管理技術の情報

をもとに，メンテナンスアドバイザー（MA）のコアメンバーが事前に出した意見を記載しました。

これに，技術の開発者からコメント（囲み部分）を加えていただきました。 

 

１．研究開発の技術名称（研究責任者） 

近接目視・打音検査等を用いた飛行ロボットによる点検システムの研究開発（和田 秀樹） 

 

２．技術の特徴 

橋梁点検に使うためのドローンの開発である。 

① ドローンと駆動車輪を合わせた移動機構を有している。 

② 近接目視，打音検査を実施する点検機構を有してる。 

③ 画像解析，音響解析による欠陥検出が可能である。 

【開発者からのコメント】 

ドローン技術を活用した点検ロボットにより、橋梁の裏側など人が近づきにくい部位に接近・

接触し、従来点検法と同じ近接目視、打音検査を実施する。また、点検データを解析技術により

定量的に評価するなど、安全で低コストで技術者の技量に依存しないインフラ点検の実現を目的

に点検ロボットの開発を実施している。 

 

３．岐阜県内での想定される活用方法 

 ３－１．法定点検の代替 

この技術は，現時点では法定点検の代替になりにくいかもしれないが，この技術のメリット

としては，交通規制を省略できる点があげられる。作業時間や機材が増えても，コスト面での

有利性が失われないことが望まれる。自治体の点検においてこの技術を活用しやすくするため，

以下の観点から検討してはどうか。 

① 性能調査：提案されている技術が，従来手法と同等以上の性能を有しているか。 

② 従来手法の代替としての可能性：提案されている技術が、法定点検の部分的な代替となり

うるか。（効率性，コスト面含め） 

③ 個別技術の組合せ：他の個別技術との組合せにより，法定点検の代替となるシステムを開

発可能か。 

【開発者からのコメント】 

法定点検で使用できるかは、このようなプロジェクトにおいて開発技術の機能や性能を MA に

理解していただき、MA から効果的な用途や使用法などの提案のもと、実証試験などを経て実用

化されることが重要であると考えており、様々な提案や助言をいただきたい。 

 点検性能については従来の人による点検方法と比較し、近接目視は同等またはそれ以上、打音

検査については叩き落しを除けば検出性能は同等と考えている。 
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SIP 維持管理技術のアピールシート Ver.1 
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 ３－２ 橋梁維持管理での利用 

① 法定点検の結果，健全性の診断が区分Ⅰ（健全）と対策区分Ⅱ（予防保全の段階）のもの

を対象として，次回点検に本技術による間接目視点検を導入する。 

② 本技術を用いた点検で新たな損傷が発見された場合には，点検車（交通規制）を用いた近

接目視点検を実施する。 

【開発者からのコメント】 

現状ではこのような補助的な使用法も一つの実用化案として考えられ、コスト的にも成立でき

る適用法などを提案いただきたい。 

 

４．活用に際しての現状での問題点 

① 法定点検は近接目視点検を義務つけているが，本技術による点検が認められることが大き

な課題である。 

② 法定点検における要求事項（近接目視）を全て満足する技術ではなく，現時点における従

来手法の全面的代替の可能性は高くない。 

③ この分野の開発者達は，当然のことながら，安全性とサービスメニューを差別化すること

で，自社の優位性を確保しようとしており，開発者相互の足並みが揃わない可能性がある。 

④ 自治体の点検における施設的条件（施設規模の大小）や地理的条件（平地，山間地）は多

様であり，提案されている技術を適用できるケースは限定される可能性がある。 

【開発者からのコメント】 

 従来点検法や他の開発装置などとの併用については想定している。そのうえで、本装置が効果

を発揮する条件や、コスト面で成立可能となるようなケースを検討いただき、様々な適用法を提

案いただきたい。 

 

５．活用に向けての課題 

① 法定点検で飛行ロボットの活用が可能な点検内容を明確化する。 

② 法定点検の範囲内に，ロボット点検手法を位置付ける（ロボットによるスクリーニング点

検と詳細点検の 2 段階点検など）。 

③ ロボットによる個別の調査技術が，従来の調査技術と同等以上の性能であることを，証明・

認証するしくみを構築する。 

④ 自治体の多様な条件に適合可能で，従来手法よりもコスト面等で優位であることを示す。 

⑤ 比較的健全な橋梁であれば，飛行ロボットによる点検で，「問題が無い」状況を十分に把握

できることを証明する。 

【開発者からのコメント】 

飛行型点検ロボットを法定点検に活用してもらうためには、性能・コスト面などで様々な検証

が必要であり、実績を重ねることが重要と考えている。そのためには、自治体・建設コンサルタ

ントなどの協力は不可欠であり、従来点検法との比較が可能な様々な実証現場の提供などの協力

を期待している。 
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６．課題の解決策 

① 技術開発者への詳細機能や条件等のヒアリング 

② 国土交通省へのヒアリング（制度として認められるか） 

③ 個別技術の精度確認方法の検討 

④ 多様な条件を反映した実証フィールドの選定 

⑤ 技術精度のみならず効率性，コストを比較可能な実証実験の実施 

⑥ ロボットの活用が可能な点検手法の検討とマニュアル（案）作成 

⑦ 個別提案技術の組合せが可能な開発環境の整備（開発者によるコンソーシアムなど）の検

討 

⑧ 歩掛調査 

⑨ 飛行技術研修 

【開発者からのコメント】 

多様な条件の実証フィールドによる検証が必要と考えている。 

 

 

７．これまでに利用されている既存技術 

【開発者からのコメント】 

① 足場・橋梁点検車上からの点検技術者による超音波検査 
 

 

８．本 SIP 技術の開発状況および開発完了時期 

【開発状況】 

現在、床版等の水平面に対して近接目視、打音機構ができる状態にあり、実証試験は可能である。

今後、橋脚等の垂直面に対応する機構と、鋼橋等の点検に有効な超音波検査（厚さ測定等）機構

の開発を実施する。 

【開発完了時期】 

H30 年度末の完成を目標とし、H29 年度末には垂直壁面に対応可能な状態にする予定である。 

 

９．技術の新規性（既存技術との比較） 

 既存技術にはない全く新しい技術である。 

ドローンと駆動車輪を組み合わせた飛行型ロボットによる接触式点検システム 

 既存技術をより良くするものである 

・ 安全性が向上する。 

・ 調査経費の削減が可能である。（橋梁点検車、足場の使用を削減） 

・ 高精度化（解析技術の活用で、現況と同等かそれ以上） 
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10．技術の適用範囲や精度 

① 可動装置に対する制限 

オペレータとの位置関係→現状はロボット操作者のみ橋梁の下（将来は全員橋梁上） 

周辺状況（住宅地近傍での利用）に対する制限→ 

居住地の境界から 20m 以上（環境省騒音基準：65db） 

降雨や強風時での制限→ 雨天は不可、 大風速 6m 程度 

② 判別の精度 

ひび割れ検出について→0.1mm 幅まで検出可能。ただし、外光の影響を受ける場合もある。

空洞検出について→RC において深さ 60mm まで検出可能。ただし、供試体による。 

 

11．これまでの実績・成果等 

 室内等での試験により成果が確認されている。 

→ 

 実構造物での試験により結果を確認している。 

→北九州市の協力により実際の橋で実証実験を実施しており、現在、床版を対象とした点検に

ついて実証実験を行っている。（詳細は説明資料をご覧いただきたい。） 

 

12．実業務での利用時の対応 

① 検査機器１式の導入コストは，どの程度となるか。（リース or レンタル） 

→ 装置販売価格は未定、レンタル・リースについては直接実施しないが、建機レンタル会社

等を介して実施。装置を使用した点検サービス（装置＋オペーレータ＋解析）を実施予定。

② 利用時のコスト 

→ （不明）万円/（橋面積１０００m2 当り） 

③ 利用者への教育 

■ 利用者教育あり 

□ 取扱い説明書での対応 

□ 専門の体制（会社）により実施 

□ その他（→○○○○○） 

④ 測定機器のメンテナンス体制 

→ あり 

⑤ この装置以外で，利用者側で準備すべき機器等 

□ 特になし 

■ 準備すべき機器（→発電機、PC） 

⑥ 既存技術では不要であったが，本技術では準備すべき事項・対応など 

■ 特になし 

□ 準備項目（→ ○○の規制） 
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13．開発者から特に付記したい項目など 

【開発者からのコメント】 

不明な点は下記までお問い合わせください。 

新日本非破壊検査㈱   

〒803-8517 北九州市小倉北区井堀 4-10-13  

TEL：093-581-1256 http://www.shk-k.co.jp/ 
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SIP 維持管理技術へのアドバイスシート（１） 

平成 28 年 11 月 5 日 

研究開発の技術名称（研究責任者） 

近接目視・打音検査等を用いた飛行ロボットによる点検システムの研究開発（和田秀樹） 

 

以下，参加者が各自の意見・アドバイスを記載する。 

記入要領 □：選択してチェック 

→：理由など記入 

記入者の氏名（無記名も可）：                             

記名の方で，記入内容を確認させて頂く場合の連絡先等 E-mail：             

岐阜大学 SIP 実装プロジェクトの説明会における参加者の立場 

□ ＭＡ（メンテナンスアドバイザー）：自由に意見を述べ，アドバイスシートに記入する。 

□ オブザーバー：制約はあるが，意見を述べ，アドバイスシートに記入する。 

□ 聴講者：意見を述べず，アドバイスシートにも記入しない。 

 

１．実業務への適用範囲 

 提案されている技術のみで，実業務に適用できると思う。 

 既存技術の一部を補完する要素技術として適用できると思う。 

 他の要素技術や既存技術との組合せによって利用の可能性は広がると思う。 

 その他（                                  ） 

 

２．提案技術の利用についての実務面からの印象 

 積極的に利用したいと思う。 

理由→ 

 

 発注者からの指示であれば利用する。 

理由→ 

 

 使えない（使いたくない）と思う。 

理由→ 

 

 

３．提案技術が優れていると思った項目 

既存技術に比べて，提案技術が優れていると思われる項目，機能等 
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４．提案技術への改良提案 

岐阜県内での実装に際して，充実させて頂きたい項目，機能等 

  

  

  

 

５．提案技術の別な用途での利用提案 

開発意図とは異なる方面での利活用ができると思われる項目等 

→ 

→ 

→ 

 

６．提案技術と他の新技術との組み合わせの提案 

実装に際して他の技術と組み合わせると，更に使いたくなると思うこと等 

→ 

→ 

→ 

 

７．提案技術に対する技術的発展の期待度 

本技術提案は，インフラ維持管理・更新・マネジメント技術として，システム化されたイン

フラマネジメントを構築でき，インフラの事故を未然に防ぎ，維持管理やメンテナンスの負担

軽減を図ることが期待できますか。 

 大いに期待できると思う。 

期待できる項目→ 

 

 改良等を行なえば期待できると思う。 

改良が必要と思われる項目→ 

 

 本日の説明だけでは，期待できないと思う。 

期待できないと思う理由→ 
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SIP 維持管理技術のアピールシート 

平成 28 年 10 月 29 日 

 

説明会参加者の理解を助けるため，SIP ホームページに公開されている SIP 維持管理技術の情報

をもとに，メンテナンスアドバイザー（MA）のコアメンバーが事前に出した意見を記載しました。

これに，技術の開発者からコメント（囲み部分）を加えていただきました。 

 

１．研究開発の技術名称（研究責任者） 

橋梁の打音検査ならびに近接目視を代替する飛行ロボットシステムの研究開発（大野 和則）） 

 

２．技術の特徴 

橋梁点検に使うためのドローンの開発である。 

① 点検車両のアームが届かない橋梁も従来と同程度の時間で点検できる。 

② 点検用足場設置のコスト，期間を短縮できる。 

③ 小限の交通規制で点検業務を実施できる。 

④ 損傷箇所に関する調書作成を支援するソフトが附属している。 

【開発者からのコメント】 

直径 960ｍｍ程度であるため、桁内へ進入し調査が可能である。添架管がある場合でも進入可能

な場合は、添架管が調査の妨げとなる桁下からの調査とは異なり、確実に点検が可能である。 

大風速 10ｍ/sec でも飛行可能であり、山岳部特有の谷地形のような風の強い地域でも適用可能

である。 

 

３．岐阜県内での想定される活用方法 

 ３－１．法定点検の代替 

この技術は，現時点では法定点検の代替になりにくいかもしれないが，この技術のメリット

としては，交通規制を省略できる点があげられる。作業時間や機材が増えても，コスト面での

有利性が失われないことが望まれる。自治体の点検においてこの技術を活用しやすくするため，

以下の観点から検討してはどうか。 

① 性能調査：提案されている技術が，従来手法と同等以上の性能を有しているか。 

② 従来手法の代替としての可能性：提案されている技術が、法定点検の部分的な代替となり

うるか。（効率性，コスト面含め） 

③ 個別技術の組合せ：他の個別技術との組合せにより，法定点検の代替となるシステムを開

発可能か。 

【開発者からのコメント】 

橋種は特にこだわらない。例えば、山間部に多いアーチ橋における床版調査では交通規制を必要

とせず、調査が可能である。さらに、長スパンを有するＰＣ連続ラーメン橋では、目視点検が従

来方法と同等に可能である。橋脚についても、ロープアクセス等が不要であり、経済性・安全性

から適用性が高い。 
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 ３－２ 橋梁維持管理での利用 

① 法定点検の結果，健全性の診断が区分Ⅰ（健全）と対策区分Ⅱ（予防保全の段階）のもの

を対象として，次回点検に本技術による間接目視点検を導入する。 

② 本技術を用いた点検で新たな損傷が発見された場合には，点検車（交通規制）を用いた近

接目視点検を実施する。 

【開発者からのコメント】 

0.1ｍｍ程度のひび割れは調査・確認可能であるため、維持管理で利用できる。健全な部分も含め

た全範囲を調査・記録するため、損傷の進展を過去に遡っての再確認が容易である。 

 

４．活用に際しての現状での問題点 

① 法定点検は近接目視点検を義務つけているが，本技術による点検が認められることが大き

な課題である。 

② 法定点検における要求事項（近接目視）を全て満足する技術ではなく，現時点における従

来手法の全面的代替の可能性は高くない。 

③ この分野の開発者達は，当然のことながら，安全性とサービスメニューを差別化すること

で，自社の優位性を確保しようとしており，開発者相互の足並みが揃わない可能性がある。 

④ 自治体の点検における施設的条件（施設規模の大小）や地理的条件（平地，山間地）は多

様であり，提案されている技術を適用できるケースは限定される可能性がある。 

【開発者からのコメント】 

有視界外飛行を開発中であり、これが完成すれば、地理的条件に対する制約は減ずると考える。

現在は、法律上も有視界飛行が義務付けられているが、技術の進歩が法律を変えることもあり、

今後の発展が見込まれる。 

パノラマ合成技術は、本コンソの機体での撮影を前提としておらず、他の飛行ロボットでの撮影

画像でも合成可能であり、汎用性が高い。 

 

５．活用に向けての課題 

① 法定点検で飛行ロボットの活用が可能な点検内容を明確化する。 

② 法定点検の範囲内に，ロボット点検手法を位置付ける（ロボットによるスクリーニング点

検と詳細点検の 2 段階点検など）。 

③ ロボットによる個別の調査技術が，従来の調査技術と同等以上の性能であることを，証明・

認証するしくみを構築する。 

④ 自治体の多様な条件に適合可能で，従来手法よりもコスト面等で優位であることを示す。 

⑤ 比較的健全な橋梁であれば，飛行ロボットによる点検で，「問題が無い」状況を十分に把握

できることを証明する。 

【開発者からのコメント】 

可能な点検内容は、以下のとおりである。 

コンクリート部材：浮きを除く全損傷（浮きも確認可能な場合もある） 

鋼部材：亀裂・ボルトの緩みを除く全損傷（ただし、トラスなどの棒部材は、全ての部材に沿っ

た飛行が困難であるため、調査不可の場合もある） 
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６．課題の解決策 

① 技術開発者への詳細機能や条件等のヒアリング 

② 国土交通省へのヒアリング（制度として認められるか） 

③ 個別技術の精度確認方法の検討 

④ 多様な条件を反映した実証フィールドの選定 

⑤ 技術精度のみならず効率性，コストを比較可能な実証実験の実施 

⑥ ロボットの活用が可能な点検手法の検討とマニュアル（案）作成 

⑦ 個別提案技術の組合せが可能な開発環境の整備（開発者によるコンソーシアムなど）の検

討 

⑧ 歩掛調査 

⑨ 飛行技術研修 

【開発者からのコメント】 

 

 

７．これまでに利用されている既存技術 

【開発者からのコメント】 

① 点検車両，ロープアクセス，梯子等を用いた点検技術者による近接目視。 

② 点検技術者によるたたき点検 
 

 

８．本 SIP 技術の開発状況および開発完了時期 

【開発状況】 

 

【開発完了時期】 
 

 

９．技術の新規性（既存技術との比較） 

 既存技術にはない全く新しい技術である。 

 既存技術をより良くするものである 

・ 安全性が向上する。 

・ 調査時間の短縮が可能である。（現況比較で 0.6 倍～1.0 倍程度） 

・ 調査経費の削減が可能である。（現況比較で 65％～80％程度） 
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10．技術の適用範囲や精度 

① 可動装置に対する制限 

オペレータとの位置関係→現状、目視操作であるため、点検個所が目視可能な位置 

今後、中継機やＦＰＶ技術の開発・活用により橋面上からの操作が可能となる。 

周辺状況（住宅地近傍での利用）に対する飛行制限→ 

降雨や強風時での制限→ 大風速 10ｍ/sec 程度でも飛行できることを風洞試験で確認。 

今後、防水機能を付加する予定である。 

② 判別の精度 

ひび割れ位置について→ほぼ一致。 

ひび割れ幅について→0.1ｍ程度まで判読可能。ただし，飛行スピードの影響を受ける。 
 

 

 

11．これまでの実績・成果等 

 室内等での試験により成果が確認されている。 

→風洞実験等を行い耐風性や飛行特性の解析を実施し、性能を確認。 

 実構造物での試験により結果を確認している。 

→関東や東北の自治体が管理する複数の橋梁で点検の実証実験を実施し、有効性を確認。 
 

 

 

12．実業務での利用時の対応 

① 検査機器１式の導入コストは，どの程度となるか。（リース or レンタル） 

→リース、レンタル双方を検討 

② 利用時のコスト 

→○○万円/（橋面積１０００m2 当り）※まだ明確に決まっていない、 

③ 利用者への教育 

□ 利用者教育を整備中 

□ 取り扱い説明書を準備中 

□ 専門のオペレータの派遣も検討中 

④ 測定機器のメンテナンス体制 

→現在構築中 

⑤ この装置以外で，利用者側で準備すべき機器等 

□ 立ち入りを制限するための三角ポールや、看板標識等 

⑥ 既存技術では不要であったが，本技術では準備すべき事項・対応など 

□ 特になし 
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13．開発者から特に付記したい項目など 

【開発者からのコメント】 
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SIP 維持管理技術へのアドバイスシート（２） 

平成 28 年 11 月 5 日 

研究開発の技術名称（研究責任者） 

橋梁の打音検査ならびに近接目視を代替する飛行ロボットシステムの研究開発（大野和則）

 

以下，参加者が各自の意見・アドバイスを記載する。 

記入要領 □：選択してチェック 

→：理由など記入 

記入者の氏名（無記名も可）：                             

記名の方で，記入内容を確認させて頂く場合の連絡先等 E-mail：             

岐阜大学 SIP 実装プロジェクトの説明会における参加者の立場 

□ ＭＡ（メンテナンスアドバイザー）：自由に意見を述べ，アドバイスシートに記入する。 

□ オブザーバー：制約はあるが，意見を述べ，アドバイスシートに記入する。 

□ 聴講者：意見を述べず，アドバイスシートにも記入しない。 

 

１．実業務への適用範囲 

 提案されている技術のみで，実業務に適用できると思う。 

 既存技術の一部を補完する要素技術として適用できると思う。 

 他の要素技術や既存技術との組合せによって利用の可能性は広がると思う。 

 その他（                                  ） 

 

２．提案技術の利用についての実務面からの印象 

 積極的に利用したいと思う。 

理由→ 

 

 発注者からの指示であれば利用する。 

理由→ 

 

 使えない（使いたくない）と思う。 

理由→ 

 

 

３．提案技術が優れていると思った項目 

既存技術に比べて，提案技術が優れていると思われる項目，機能等 
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４．提案技術への改良提案 

岐阜県内での実装に際して，充実させて頂きたい項目，機能等 

  

  

  

 

５．提案技術の別な用途での利用提案 

開発意図とは異なる方面での利活用ができると思われる項目等 

→ 

→ 

→ 

 

６．提案技術と他の新技術との組み合わせの提案 

実装に際して他の技術と組み合わせると，更に使いたくなると思うこと等 

→ 

→ 

→ 

 

７．提案技術に対する技術的発展の期待度 

本技術提案は，インフラ維持管理・更新・マネジメント技術として，システム化されたイン

フラマネジメントを構築でき，インフラの事故を未然に防ぎ，維持管理やメンテナンスの負担

軽減を図ることが期待できますか。 

 大いに期待できると思う。 

期待できる項目→ 

 

 改良等を行なえば期待できると思う。 

改良が必要と思われる項目→ 

 

 本日の説明だけでは，期待できないと思う。 

期待できないと思う理由→ 
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SIP 維持管理技術へのアドバイスシート（３） 

平成 28 年 11 月 5 日 

研究開発の技術名称（研究責任者） 

高速走行型非接触レーダーによるトンネル覆工の内部欠陥点検技術と統合型診断システ

ムの開発（安田 亨） 

 

以下，参加者が各自の意見・アドバイスを記載する。 

記入要領 □：選択してチェック 

→：理由など記入 

記入者の氏名（無記名も可）：                             

記名の方で，記入内容を確認させて頂く場合の連絡先等 E-mail：             

岐阜大学 SIP 実装プロジェクトの説明会における参加者の立場 

□ ＭＡ（メンテナンスアドバイザー）：自由に意見を述べ，アドバイスシートに記入する。 

□ オブザーバー：制約はあるが，意見を述べ，アドバイスシートに記入する。 

□ 聴講者：意見を述べず，アドバイスシートにも記入しない。 

 

１．実業務への適用範囲 

 提案されている技術のみで，実業務に適用できると思う。 

 既存技術の一部を補完する要素技術として適用できると思う。 

 他の要素技術や既存技術との組合せによって利用の可能性は広がると思う。 

 その他（                                  ） 

 

２．提案技術の利用についての実務面からの印象 

 積極的に利用したいと思う。 

理由→ 

 

 発注者からの指示であれば利用する。 

理由→ 

 

 使えない（使いたくない）と思う。 

理由→ 

 

 

３．提案技術が優れていると思った項目 

既存技術に比べて，提案技術が優れていると思われる項目，機能等 
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４．提案技術への改良提案 

岐阜県内での実装に際して，充実させて頂きたい項目，機能等 

  

  

  

 

５．提案技術の別な用途での利用提案 

開発意図とは異なる方面での利活用ができると思われる項目等 

→ 

→ 

→ 

 

６．提案技術と他の新技術との組み合わせの提案 

実装に際して他の技術と組み合わせると，更に使いたくなると思うこと等 

→ 

→ 

→ 

 

７．提案技術に対する技術的発展の期待度 

本技術提案は，インフラ維持管理・更新・マネジメント技術として，システム化されたイン

フラマネジメントを構築でき，インフラの事故を未然に防ぎ，維持管理やメンテナンスの負担

軽減を図ることが期待できますか。 

 大いに期待できると思う。 

期待できる項目→ 

 

 改良等を行なえば期待できると思う。 

改良が必要と思われる項目→ 

 

 本日の説明だけでは，期待できないと思う。 

期待できないと思う理由→ 
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